
埼玉大会の開催理念

大会テーマ

お手植え・お手播き樹種の紹介 苗木のスクールステイ

大会シンボル
マーク

適切な森林の整備と森林資源の循環利用を推進し、森
林の持つ多面的機能を持続的に発揮することで、森林・
水・木材と私たちの暮らしや産業との結び付きを深め
大切にしていきます。  
豊かな川で繋がる山村と都市が、協力して森林・みどり
を共有の財産として守り育て、元気な姿で未来の子供
たちへ繋いでいきます。 

　第75回全国植樹祭や関連イベントで使用する苗木の一部を
保育所・幼稚園・認定こども園、小・中・特別支援学校、緑の少年
団等の皆さんに育てていただいています。 
　この取り組みでは、森林環境学習を実施して森林づくりの大切
さを子どもたちにお伝えし、苗木の育成を通じて全国植樹祭の開
催に向けた機運を盛り上げています。

 山村や都市など県に暮らす「人」が、植樹によって「森」を育み、森林から流れ出る「川」に
よって人々の生活が潤される営みを「未来」の子供たちにつないでいこうという強い思い
が込められており、開催理念が見事に表現された作品となっています。

　埼玉県のマスコット「コバトン」と「さいた
まっち」が、大きく力強く配置され、大会テー
マにある「森」と「川」が明確にバランス良く
描かれています。虹は、彩の国の彩りを表す
とともに、未来へつながる架け橋をイメージ
させます。大会テーマが盛り込まれた、大会
にふさわしい作品となっています。

大会ポスター
原画

人・森・川   つなげ未来へ   彩の国
さい

ケヤキ
県内に古くから自生し屋敷林
や学校、社寺などに植えられ
ており、昭和41年に「県の木」
に指定され県民に広く親しま
れています。

スギ（少花粉）

スギ（少花粉）

県内の人工林の６割以上を占め、
次世代においても本県の林業を
担う主要な樹種です。前回の埼玉
大会で昭和天皇がお手播きされ
ました。

トチノキ
実や葉は古くから本県の食文化に
深い関わりがあり、秩父地域では栃
の実を使った「栃もち」や餅米など
を栃の葉で包んで煮る「つとっこ」な
どの伝統食が残されています。

令和4年度はコナラ・クヌ
ギのどんぐりを植えました。
令和5年度はケヤキなどの
苗木を育てています。

ヒノキ（少花粉）

ヒノキ（少花粉） アカシデ

イタヤカエデ

スギに次いで県内の人工林の多く
を占め、スギと並び次世代において
も本県の林業を担う主要な樹種で
す。前回の埼玉大会で昭和天皇・
香淳皇后両陛下がお手植えされ、
香淳皇后がお手播きされました。

コナラ
武蔵野の面影を残す平地林や里山
を構成する代表的な樹種です。三富
地域の平地林では、江戸時代から
落ち葉を使った循環型農業が営ま
れ、「武蔵野の落ち葉堆肥農法」は
世界農業遺産にも認定されました。

ヤマザクラ
サクラは日本人に深く愛されてお
り、県内でも様々な種類の樹木が大
切に守り育てられています。ヤマザ
クラは野生サクラの代表的な樹種
で、山地や里山に自生し県民に広く
親しまれています。

アカシデはコナラと並び本県
の里山・平地林を構成する
主要な樹種で、盆栽や庭木
としても利用されています。

本県は全国的にもカエデの
種類が豊富であることから、
カエデの樹液を利用した菓
子作りや清涼飲料の開発な
ど、新たな森林資源の活用に
取り組んでいます。

皆さんの手で

育てていただいた苗木は植樹祭や関連イ
ベントでの植樹に活用させていただきます。

森がある場所、ない場所
の土をさわったり、雨のよ
うに水をかけたりして比べ
ました。

どう違うかな？

水をゆっくり流す、温暖化
を防ぐなど、森林が持つ
様 な々働きを学びました。

森はなぜ大切？

お世話をよろしくお願いします

全国から応募のあった2,000点の
作品の中から選ばれました！

全国から応募のあった664点の
作品の中から選ばれました！

【作者】 塚本 美幸 さん（埼玉県川越市）
つかもと　みゆき

【作者】石附 秋彦 さん（東京都） 
いしづき あきひこ

天皇陛下  ３種

皇后陛下  ３種

天皇陛下  2種

皇后陛下  2種

式典行事内で、天皇皇后両陛下が埼玉県ならではの樹種をお手植え、お手播きされます。
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【選定理由】

【選定理由】

　地球から芽吹く若葉と大きく成長した樹木は、植
樹の大切さを力強く訴えかけます。その樹木が未来
を担う子供たちと手をつないでいる姿が、大会テー
マ「人・森・川　つなげ未来へ　彩の国」のイメージ
を印象深く表現している作品です。

【選定理由】

【タイトル】みどりをだいじにしよう
【作者】井原 礼央 さん
　　 （西武学園文理小学校2年生）※選定時

いばら　 れお

お手植え樹種

お手播き樹種

森林は「伐って・使って、
植えて、育てる」ことが
大事だトントン

き

式典行事内で、天皇皇后両陛下が埼玉県ならではの樹種をお手植え、お手播きされます。

苗木の成長を
楽しんでトン！
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県内小中学校、高等学校等の児
童・生徒から応募のあった228点
の作品の中から選ばれました。
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